
















要約:昭和 63 年度及び平成元年度の本研究班報告で紹介してきた小児成人病予防健診シス

テムに基づいて、昭和 62年度から平成 3年度まで全国各地の小・中・高校の児童・生徒を

対象に健診を実施してきた。その結果で 4年間を比較してみると、集団としては肥満を除

く他の所見ではあまり変化はなかった。しかしながら、個人の結果では同一地区で同一人

を 2～3年間指導すれば、その子どもたちの健康状態はかなり改善されることが判明した。

健診システムとしては、いくつかの方法が考えられるが、可能であれば特定学年全員に健

診を実施し、2次検診まで行う方法が最も良いと思われた。 


